
健康福祉部、青森県医師会、青森県看護協会、青森県薬

剤師会、青森県総師長会の協力を得て企画運営 にあたっ

た。また、文部科学省 より正式に事業採択の連絡があっ

てから、県内看護職者への研修会ニーズ調査の実施や委

員会準備等で時間がなかったこともあ り、平成19年 度に

ついては1回 のみ実施 し、20年度は3回 実施 した(図1)。

　定員は30名 とし、課題 レポー トお よび修了試験 の実

施 により本 プログラムの達成度 を評価 した。課題 レポー

トの提出および修了試験60点 以上で修了 とし、修了者

には履修証明書 として「医療安全技術認定書(静 脈注射)」

とオリジナルピンバ ッチを発行 した。

Ⅲ.現 況の課題

　県内病院への案内の送付 や大学ホームページの掲載

等で周知 を図った結果、19年 度の現職看護職対象 の回

では定員 を大幅 に超える申 し込みがあった。 しか し、

20年 度第1回 目の潜在看護職対象では、16名 の申し込
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I.は じめに(ま たは 「緒言」等)

　平成19年 文部科学省 「社会人の学び直 しニーズ対応

教育 プログラム」に本学の 「医療安全 にかかわる看護技

術 『静脈注射』の学びなお しプログラムが採択 され、現

職看護職のキャリアアップと潜在看護職者の再就職への

動機づけに役立つことを目的 として本事業を開始 した。

　看護師による静脈注射は広 く実施 されていた実態では

あったが、2003年 「看護師等の静脈注射は診療の補助

行為の範躊である」 と保健師助産師看護法第5条 の法解

釈の変更が された ことに より、看護師が静脈注射を業

務 として実施で きる知識や技術が認められることになっ

た。プログラムは、静脈注射は技術の上手下手ではなく、

薬剤や感染予防の専門的知識や患者家族に対する倫理的

配慮 と相互の信頼関係があ り可能な行為 であることを

再認識 もらうために、実践的なカリキュラムを提供 した

(図!参 照)。 また、講義では一部e-ラ ーニングを作成

し、受講生が 自己学習で きるようにした。今 回は19年 度、

20年 度の実施内容について報告する。

修了者Ⅱ.実 施状況

　学内体制は、地域連携 ・国際センター(平 成19年 度は

健康科学教育センター)が 実施主体となり、また青森県
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みのみであ り潜在看護職者は子育て中であることも考

慮 して託児室についても検討する必要があると考 えた。

併せて、 これまでの受講生の学習効果の評価 を、例 え

ば1年 後にす ることやe-ラ ーニ ングに関する取 り組

み状況など本 プログラム内容が現職看護職者のスキル

ア ップに反映されたのか個別の調査が必要であると考

える。

Ⅳ.発 表

　第8回 看護技術学会発表予定
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